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研究成果概要 
 2012 年４月 11 日に、スマトラ島沖で M8.6 の地震が発生した。この地震は横ずれ型の

地震としては最大規模のものであった。2004 年 12 月のスマトラ－アンダマン地震

（M9.1）とは地震発生のメカニズムが異なり、地球の自由振動の励起にも違いが見うけ

られる（図１）。2004 年の地震では長周期側で大きく励起されている。 
2011 年 3 月に発生した東北太平洋沖地震にともなう重力変化であるが、地震発生時は

重力計への機械的な衝撃が大きく、国内で同様の機器を用いた観測点でも重力変化がう

まく求められていない。その後、連続観測データが蓄積されたので重力変化のレートが

地震後で変化したか調べている。神岡と松代（長野市）では重力減少のレートが大きく

なったように見うけられる（図２）。この地震により、日本列島の広範囲で地殻変動の様

相が変化しており、重力変化が今後どのように継続するか注視していく必要がある。 
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   図１．2004 年と 2012 年に発生したスマトラ地震による地球自由振動の比較。 
    2004 年では長周期側が、2012 年では短周期側が大きく励起されている。 
 

 

  図２．東北地方太平洋沖地震の前後での重力変化。水沢（岩手県）、松代（長野市）、 
   神岡での超伝導重力計による観測値。地震発生時は機械的な跳びがあり、重力 

変化は求められていない。地震発生後に変化のレートが変動しているように 
見えるが、今後この傾向が継続するのか注視したい。 
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